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静 開 地 学 第 62号 (1990)

ヨーロツパ自然史科学の旅

之靖~品兼

本年夏、私学協会主催の「ヨ一口ッパ自然史科学の旅Jに参加した。案内は自然史科学研究所所長

の木村達明先生(元東京学芸大教授)。自然史科学の発展に重要な役割を果した、始担鳥、魚竜、アン

モナイトなどの化石及びその産地、イグアノドンの完全骨格、中生代の地層などを見学することがで

きた。そのいくつかについて報告する(図 1) 0 

1 .ゾルンホープェンの石切場

ドイツ南部の国境は摺曲のはげしいアルプス山脈に接するが、ミュンへンより北はゆるやかに起伏

する平原で、地層はほとんど水平である O ゾルンホーアェン地方は、ジェラ紀後期のラグーン堆積物

であるリトグラブイツク石灰質頁岩(石版石)を産する O 蛤祖鳥の化石が出た地)曹は石灰岩といわれ

るが、全体的にみれば頁岩の地層で石灰分の多い所がかたく厚くなっており、他は予をかけただけ

うすく

カラカラと

さにはがれる O いわゆるペーパーシエールである O 石切場に足を踏み入れると、

るO 石灰分が多く数 cm以上の厚さのある部分が現在石材として利用されてい

るO 石切場で手にした石は割ればたいてい何かの化石がみつかる O 始祖鳥の化石の他に、この地方で

出した化石は、 トンボ、クラゲ、アンモナイト、魚、翼手竜、海ソウなどで、博物館に展示しであ

る。博物舘の駐車場では近くに住む中学生が、自分で拾いあつめた化石をひろげ、見学者に売ってい

た。 20crn位の魚、の化石が 10マルク (1000円)、箭石も 10cm位のが 10マルクであった。
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同じ厚さの板に更にうすくはがすことができる O その屠理面の美しさと石材としての丈夫さのためア

ラインスは現在でも好んで利用されている O 化石はこのフラインスを覆う漉青質の頁岩と石灰岩層か

ら産出する O ハウブ博物館(ベルンハルト@ハウフ博士を記念して創立された)にはこの地方で見つ

かった化石が展示され

ている O
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長の楕円形の体つきとは対称的にボートのように幅が広く、小さな頭が長くて丈夫な動きやすし

先端についている O たくさんの小さな骨からできている四肢は長くオールのような形をしている O 産

出数は少なく展示してあるものの全長は 2.8mである(写真 3)0

ウミユリは二枚貝やイノセラムスと共に流木に住み着き、そこで一生間着生活を送る O 流木上の

活集団が繁殖し、浮力が失なわれると海底に沈む。博物館の一番奥の一段下がった展示室の壁には、

18mX 6 mの頁岩がはめこまれ、12m以上の流木を覆うウミユリを主とした無脊椎動物の生活集団の

化石がみられる O
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3つ越す。ほとんど麦畑(今は刈り取った後でうす茶色)と牧草地になっていて、氷河のなごりはみ

つからない。スカボローの町を通りぬけて海岸に出ると高く長い海食崖がみわたせる O 岸躍の下にお

りて、灰色の転石を割るとイチョウの化石が出てくる O もう少し黒いかたい石を割るとアンモナイト

の化石がみつかる O この地層はジュラ紀中期の泥岩、砂岩で、ドイツで発達するジュラ紀前期、後期

の地層と同様、ほとんど水平である O

7.大英(口ンドン)顕然史博物館、地質博物館

以前は分かれていたが、現在では中でつながっており、 3ポンドの入場料で一日出入り自由になっ

ている O 魚、の化石では他に類例をみないといわれる自然史博物館だが、四国産の世界最大の輝安鉱の

標本、水中植物から最初に陸に上がった植物の化石、タスマニアタイガーの剥製、シーラカンスの剥

製と稚魚、ゾノレンホープェンの始祖鳥の化石だけをみて地質博物館へ夜行した。途中恐竜の化石の聞

を通りぬけ、恐竜のロボットの部屋、宝石と地下資源の標本室を通り、地繋博物館の売届へ行った。

イギリスの地質図を買ってから、地質博物館の見学を始めた。 1措が宝石と地下資源の標本室で、 2

階に化石、 3階に岩石鉱物の標本を展示しである O

2階の化石は、地質時代)1演に展示しであり、古い時代から見始めたが、半分もみないうちに昼にな

ってしまった。昼食後は市内観光を 1時間ほどしてあとは自由時間になったのでまた地質博物館にも

どり大いそぎで 2階の残りと 3階をみてまわった。古生物学の本に載っている原始動植物は多分に推

をまじえたものではないかと思っていた私の考えは、石炭紀のシダ類や両生類の化石を自の前にみ

て、全く否定された。ほんとに本の通りの化石が世界各地で掘り出されているということをあらため

て思い知らされた。

3階は、産出国別に岩活、鉱物の標本が展示しである O 話には聞いていたが 1mもある朝鮮産の

母など、標本の数の多さと大きさにはび、っくりする O 開館時間が近くなってからは説明をよまずに、

ながめただけで素通りしてしまった。結局自然史博物館の方はほとんど見ずに出てしまった。

8 .大英博物館

ここは入場無料。世界各地から集めたものを しである O 有史以前から現代まで人間の作り出し

たもの、ありとあらゆるものが展示しであり、何から見ていいのかわからない。そこで入口で手に入

れたパンフレツトの中から、 Objectof special interestの項に書いであるものだけを見ることにした。

いているので助かる O主なものは、MagnaCarta、まosettastone、Clocksand watches、

Egyptian mummies、Parthenonsculpture、Assyrianlion-hunt reliefs、Portland vaseである O 日

本の展示室も見たが焼き物が主でまだこれからという感じだった。天井から採光しているため、上階

は非常に暑くゆっくり見てはいられなかった。それでも全部見てまわるには数日はかかると思った。

化石を採集したのは、ゾルンホーアェン、ホルツマーデン、ヨークシャー海岸の 3カ所だけだった

が、素人が手にした石を割れば向かの化石が出てくるのにはび、っくりした。日本ではめったにできな

いことで、これが今回の旅行で一番楽しかったことであり、印象に残った。
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